
(57)【要約】

【課題】　簡単にバンドの長さ調整の行えるアジャスト

構造を提供することにある。

【解決手段】　　バンド駒の凹凸を組み合わせて構成さ

れるバンドのアジャスト構造であって、凹部２０を形成

する両内側面２１，２１に一対の突起部２６，２６を有

する。その凹部２０に嵌合する凸部３０には、突起部２

６，２６を凸部３０内に収納させる開口部３１，３１を

有する。その開口部３１，３１は、バンド駒１０内へ組

み込まれたスライド部材４０をスライドさせることによ

って開閉される。スライド部材４０のスライドは、バン

ド駒１０の外面に形成された長孔１１から表出する操作

部４６によって行われる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ン ド 駒 の 凹 凸 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 で あ っ て 、
　 凹 部 を 形 成 す る 両 内 側 面 に 一 対 の 突 起 部 を 有 し 、
　 そ の 凹 部 に 嵌 合 す る 凸 部 に は 、 前 記 一 対 の 突 起 部 を 凸 部 内 に 収 納 さ せ る 開 口 部 を 有 し 、
　 そ の 開 口 部 は 、 バ ン ド 駒 外 面 に 操 作 部 を 備 え て バ ン ド 駒 内 へ ス ラ イ ド 可 能 に 組 み 込 ま れ
た ス ラ イ ド 部 材 に よ っ て 開 閉 さ れ て 、 前 記 一 対 の 突 起 部 を 着 脱 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す
る バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス ラ イ ド 部 材 は 、 バ ン ド 駒 内 に 組 み 込 ま れ た 弾 性 部 材 に よ っ て 、 開 口 部 を 閉 塞 す る 方 向
へ 付 勢 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 を 備 え た 時 計 バ ン ド
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ン ド 駒 で 構 成 さ れ る バ ン ド の バ ン ド 駒 を 着 脱 自 在 と す る ア ジ ャ ス ト 構 造 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 バ ン ド 駒 の 凹 凸 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 と し て は 、 こ れ ま で
種 々 の も の が 存 在 し て い る 。
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 凸 部 と 凹 部 と を 備 え る バ ン ド 駒 に 連 結 貫 通 穴 を 設 け て 、 そ の
連 結 貫 通 穴 に ア ジ ャ ス ト ピ ン を 挿 入 す る こ と を 基 本 的 構 成 と す る ア ジ ャ ス ト 構 造 が 開 示 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ９ ６ ０ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 バ ン ド 駒 以 外 に ア ジ ャ ス ト ピ ン を 必 要 と す る ア ジ ャ ス ト
構 造 で あ る と 、 ア ジ ャ ス ト 作 業 が 煩 雑 と な る 。 と く に 、 近 年 イ ン タ ー ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ
な ど 店 頭 販 売 以 外 で の 商 品 購 入 が 増 加 し て き て お り 、 購 入 者 自 身 で バ ン ド の 長 さ 調 整 を す
る こ と が 多 く な っ て い る 。
　 そ こ で 、 購 入 者 自 身 が 簡 単 に バ ン ド の 長 さ 調 整 の 行 え る ア ジ ャ ス ト 構 造 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 第 一 の 発 明 は 、 バ ン ド 駒 の 凹 凸 を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る
バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 に あ っ て 、 凹 部 を 形 成 す る 両 内 側 面 に 一 対 の 突 起 部 を 有 し 、 そ の
凹 部 に 嵌 合 す る 凸 部 に は 、 前 記 一 対 の 突 起 部 を 凸 部 内 に 収 納 さ せ る 開 口 部 を 有 し 、 そ の 開
口 部 は 、 バ ン ド 駒 外 面 に 操 作 部 を 備 え て バ ン ド 駒 内 へ ス ラ イ ド 可 能 に 組 み 込 ま れ た ス ラ イ
ド 部 材 に よ っ て 開 閉 さ れ て 、 前 記 一 対 の 突 起 部 を 着 脱 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 二 の 発 明 は 、 ス ラ イ ド 部 材 が 、 バ ン ド 駒 内 に 組 み 込 ま れ た 弾 性 部 材 に よ っ て 、 開 口 部
を 閉 塞 す る 方 向 へ 付 勢 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 次 の よ う な 効 果 を 有 す る 。
（ １ ） バ ン ド 駒 外 面 の 操 作 部 を 操 作 す る だ け で 、 簡 単 に バ ン ド 駒 を 取 り 付 け ・ 取 り 外 し で
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き る の で 、 購 入 者 で も 無 理 な く バ ン ド の 長 さ 調 整 を 行 え る 。
（ ２ ） ス ラ イ ド 部 材 が 、 開 口 部 を 閉 塞 す る 方 向 へ 付 勢 さ れ て い る の で 、 み だ り に 開 口 部 が
開 口 せ ず 、 バ ン ド の 連 結 状 態 が 確 実 に 維 持 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 バ ン ド 駒 １ ０ は 、 凹 部 ２ ０ と 凸 部 ３ ０ と を 有 す る 。
　 凹 部 ２ ０ に は 、 そ の 凹 部 ２ ０ を 形 成 す る 両 内 側 面 ２ １ ， ２ １ に 一 対 の 突 起 部 ２ ６ ， ２ ６
を 有 す る 。
　 ま た 、 凸 部 ３ ０ に は 、 隣 り 合 う バ ン ド 駒 １ ０ の 突 起 部 ２ ６ ， ２ ６ を 凸 部 ３ ０ 内 に 収 納 さ
せ る 開 口 部 ３ １ ， ３ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 開 口 部 ３ １ ， ３ １ は 、 バ ン ド 駒 １ ０ 内 へ 組 み 込 ま れ た ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ を ス ラ イ ド さ せ
る こ と に よ っ て 開 閉 さ れ る 。 ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ の ス ラ イ ド は 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 外 面 に 形 成
さ れ た 長 孔 １ １ か ら 表 出 す る 操 作 部 ４ ６ に よ っ て 行 わ れ る 。
　 す な わ ち 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 ４ ６ を 凸 部 ３ ０ 先 端 側 へ 操 作 す る こ と で 、
ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ が 凸 部 ３ ０ 先 端 側 へ ス ラ イ ド し 、 開 口 部 ３ １ ， ３ １ が 閉 鎖 さ れ る 。 ま た
、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 操 作 部 ４ ６ を 凹 部 ２ ０ 側 へ 操 作 す る こ と で 、 ス ラ イ ド 部 材 ４
０ が 凹 部 ２ ０ 側 へ ス ラ イ ド し 、 開 口 部 ３ １ ， ３ １ が 開 口 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 分 解 図 で あ る 。
　 バ ン ド 駒 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 上 か ら 順 に 、 ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ ， 底 芯 ５ ０ ， 中 芯 ５
５ ， 面 芯 ａ ６ ０ ， 面 芯 ｂ ６ ５ 、 本 体 カ バ ー ７ ０ 及 び 弾 性 部 材 ４ ９ よ り な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ は 、 略 Ｔ 字 形 を し て お り 、 上 面 に 隆 起 し た 操 作 部 ４ ６ を 備 え る 。 ま た
、 左 右 に 張 り 出 し た 張 出 部 ４ ４ ， ４ ４ が 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 開 口 部 ３ １ ， ３ １ を 閉 塞 す る 。
　 中 芯 ５ ５ は 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 凹 部 ２ ０ を 形 成 す る 凹 部 形 成 部 ５ ８ に 、 突 起 部 ２ ６ ， ２ ６
を 備 え る 。
　 底 芯 ５ ０ ， 中 芯 ５ ５ ， 面 芯 ａ ６ ０ ， 面 芯 ｂ ６ ５ は 、 そ れ ぞ れ ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ が バ ン ド
駒 １ ０ 内 で ス ラ イ ド 可 能 と な る よ う に 、 切 り 欠 き ５ １ ， ５ ６ ， ６ １ ， ６ ６ を 備 え る 。
　 ま た 、 本 体 カ バ ー ７ ０ に は 、 開 口 部 ３ １ ， ３ １ を 形 成 す る 切 り 溝 ７ １ ， ７ １ 、 ス ラ イ ド
部 材 ４ ０ の 操 作 部 ４ ６ を 表 出 す る 長 孔 １ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ は 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 凸 部 ３ ０ 先 端 側 に 垂 下
す る 折 曲 部 ４ ２ を 備 え 、 こ の 折 曲 部 ４ ２ に 弾 性 部 材 ４ ９ が 当 接 す る よ う に し て 、 バ ン ド 駒
１ ０ 内 に 組 み 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 ス ラ イ ド 部 材 ４ ０ は 、 こ の 弾 性 部 材 ４ ９ に よ っ て 凸
部 ３ ０ 先 端 側 、 す な わ ち 開 口 部 ３ １ ， ３ １ を 閉 塞 す る 方 向 へ 付 勢 さ れ て い る こ と に な る 。
　 従 っ て 、 開 口 部 ３ １ は 、 操 作 部 ４ ６ の 操 作 後 、 自 動 的 に 閉 塞 さ れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 体 カ バ ー ７ ０ に 、 底 芯 ５ ０ ， 中 芯 ５ ５ ， 面 芯 ａ ６ ０ ， 面 芯 ｂ ６ ５ 及 び ス
ラ イ ド 部 材 ４ ０ と 弾 性 部 材 ４ ９ と を 組 み 込 ん で 、 こ れ ら を 被 覆 す る よ う に 本 体 カ バ ー ７ ０
を 折 曲 し て 、 バ ン ド 駒 ７ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ は 、 バ ン ド 駒 １ ０ の 連 結 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 バ ン ド 駒 １ ０ ａ は 、 操 作 部 ４ ６ を 凹 部 ２ ０ 側 へ 操 作 し て 、 開
口 部 ３ １ ， ３ １ が 開 口 さ れ た 状 態 に し 、 そ こ に も う 一 つ の バ ン ド 駒 １ ０ ｂ の 突 起 部 ２ ６ ，
２ ６ を 開 口 部 ３ １ ， ３ １ へ 挿 入 す る 。 そ し て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド 部 材 ４
０ が 弾 性 部 材 ４ ９ に よ っ て 凸 部 ３ ０ 先 端 側 へ 付 勢 し 、 自 動 的 に 開 口 部 ３ １ ， ３ １ が 閉 塞 さ
れ る と 、 突 起 部 ２ ６ ， ２ ６ は 凸 部 ３ ０ 内 に 収 納 さ れ る 。 そ の 結 果 、 バ ン ド 駒 １ ０ ｂ が バ ン
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ド 駒 １ ０ ａ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 バ ン ド 駒 １ ０ ｂ を バ ン ド 駒 １ ０ ａ か ら 取 り 外 す の も 、 こ れ と 同 様 で あ る 。
　 す な わ ち 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す 状 態 か ら 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す 状 態 の よ う に 、 バ ン ド 駒 １ ０
ａ の 操 作 部 ４ ６ を 凹 部 ２ ０ 側 へ 操 作 し て 、 開 口 部 ３ １ ， ３ １ が 開 口 さ れ た 状 態 に し 、 そ こ
か ら も う 一 つ の バ ン ド 駒 １ ０ ｂ の 突 起 部 ２ ６ ， ２ ６ を 抜 き 出 す 。 そ の 結 果 、 バ ン ド 駒 １ ０
ｂ が バ ン ド 駒 １ ０ ａ か ら 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド 駒 １ ０ が 凹 部 ２ ０ 及 び 凸 部 ３ ０ を そ れ ぞ れ １ つ ず つ 有 す
る も の と し て い る が 、 凹 部 ２ ０ 及 び 凸 部 ３ ０ を そ れ ぞ れ 複 数 有 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 時 計 バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 の 他 に 、 装 飾 品 に 使 用 さ れ る バ ン ド の ア ジ ャ ス
ト 構 造 な ど 、 種 々 の バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 と し て 広 く 利 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の バ ン ド の ア ジ ャ ス ト 構 造 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る バ ン ド 駒 の 分 解 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る バ ン ド 駒 の 分 解 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る バ ン ド 駒 の 連 結 方 法 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ 　 バ ン ド 駒 　 　 　 　 １ １ 　 長 孔
　 ２ ０ 　 凹 部 　 　 　 　 　 　 ２ １ 　 内 側 面
　 ２ ６ 　 突 起 部
　 ３ ０ 　 凸 部 　 　 　 　 　 　 ３ １ 　 開 口 部
　 ４ ０ 　 ス ラ イ ド 部 材 　 　 ４ ６ 　 操 作 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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